
（別紙３）

～ 2026年　３月　3１日

（対象者数） 44 （回答者数）
29

～ 2026年　３月　3１日

（対象者数） 6 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 車いすを必要とする児童には更なる環境整備が必要。

2
第３者評価をこれまでに行っていなかったが、今後コンサル

タントが入ることで業務改善に繋げることができる。

3
第３者評価をこれまでに行っていなかったが、今後コンサル

タントが入ることで業務改善に繋げることができる。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
同事業グループ内で再編成をする機会があれば、段差の少な

い場所を検討する。

2
プログラムの検討をする上で、社会との関わりを増やせるよ

うにしていく。

3

学年別の個別支援を行う環境が整っている。

学年に分けて時間枠を設けることで、児童にとって近い年齢の

児童との交流が図れる。個室やパーテーションを活用すること

で児童が課題に取り組む際に集中しやすい環境になっている。

また、席の配置や教材の工夫により複数の児童を見られるよう

に配慮している。

支援内容の充実化と迅速な対応。

支援日の翌日には、子どもの様子や変化、訓練の結果などを共

有することで早めの対策を行えている。また、定期的なモニタ

リングをすることで保護者の参加率を上げ、計画にも適宜修

正、工夫を行っている。

保護者との連携。

基本的に保護者送迎にしているので、保護者と話せる機会が多

くなり、その都度児童の様子について情報共有ができている。

また、LINEを活用することで連絡を取りやすい環境にしてい

る。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

車いすを必要とする児童の環境整備ができていない。 立地的に、建物の一部をスロープにすることができない。

地域との連携が少ない。
個別支援を求める利用者が多いため、集団でレクリエーション

する機会や出かける行事が少ない。

2026年　２月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　4月　１日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 キャンパスラビット

○保護者評価実施期間 2026年　２月　１日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


